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東京都立大塚ろう学校・学校通信 令和６年度 １２月号  

       大塚だより 令和６年１２月２日 

  校長 木村 利男 

地域や保護者と共につくる学校 

                                   主幹教諭 大塚 真紀 

 11 月中に夏日も冬日も記録し、年々秋が短くなるように感じます。気付けば今年も残りひと月となり

ました。11 月は３キャンパスで文化祭が行われ、子供たちの活躍をご覧いただける機会が多くありまし

た。子供たちにとっても、練習の成果を発揮し、たくさんの拍手をいただくことは達成感や満足感だけで

なく、これからの人生の自信にもなります。PTA の皆様には、受付や記念品など様々な面でご協力をいた

だき、ありがとうございました。 

先日、第 2 回学校運営連絡協議会が行われました。学校運営連絡協議会は、「開かれた学校の一層の充

実のために、学校及び校長への支援体制を強化するため、学校運営に関して保護者や地域住民等の参画を

求め、意見交換を行う場」として設置されています。今回の学校運営連絡協議会では、学校経営計画の進

捗状況を報告したり、学校評価アンケートの質問項目について話し合ったりしました。 

学校経営計画の進捗状況の報告では、４人の主幹教諭が以下のことを報告しました。 

聴覚障害の特性に応じた指導 視覚的支援（見える校内放送、掲示物、ICT の活用）や聴覚活用支援 

キャリア教育の充実 小学部５、６年生の就労体験 

幼稚部、小学部教育の充実 健康な心と体を育む取組や本物にふれる・体験するための校外学習、

縦のつながりを意識した学部間の連携 

生活指導の充実 セーフティ教室、宿泊防災訓練、立地を考慮した避難訓練 

乳幼児教育相談の充実 低月齢からの相談開始の増加、多様化しているニーズへの対応 

教育環境(医療的ケア)の充実 医療的ケア安全委員会の実施、全校教職員対象の医療的ケア研修会 

 学校評価アンケートの項目検討では、保護者や児童に正しく伝わる文章や内容かということから、児童

に説明するときに「大好き」「好き」「あまり好きではない」の違いをどう手話表現するかという伝え方ま

で、活発な意見交換がされました。すでに、保護者の皆様には学校評価アンケートへの回答をお願いして

いるところです。学校運営への評価を通して、積極的な参画をお願いいたします。 

 11 月 21 日に大塚本校で総合防災訓練が行われました。これは、豊島消防署 

巣鴨出張所や巣鴨警察署、豊島区の防災危機管理課、清和町会の方々も参加 

して、地域で防災について学ぶという取組です。豊島消防署巣鴨出張所長さ 

んからの「みんな落ち着いて避難訓練に参加し、立派だった」というお褒め 

の言葉や、清和町会長さんからの「高学年の皆さんが、地区の高齢者の手助 

けをしてくれる存在になってほしい」という期待を込めた言葉もいただきま 

した。 

 子供たちは、煙が充満した場所を歩く煙体験や実際に消火器を使う消火器 

訓練を行いました。また災害救助車両(赤バイク、消防車、警視庁機動救助車) 

について説明を受けたり、乗せてもらったりしました。煙体験では、「怖かった」「何も見えなかった」と

いう感想が聞かれました。聴覚に障害のある子供たちにとって、煙で視覚的な情報がなくなることはとて

も危なく、怖いことです。体験を通じて、自分の命を自分で守るためにどうしたらよいのかを考えたこと

でしょう。地域のみなさんの支えがあり、ろう学校の子供たちが地域を支える存在にもなる。地域や保護

者の皆様とともに、開かれた学校、地域に根差した学校を目指し、今後も様々な取組を続けていきます。 
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大塚本校 ～文化祭～ 

11 月 15 日（金）に校内発表、16 日（土）に一般公開を行いました。一般公開日には、保護者の方や関連機関の

皆様など、たくさんの方々に御来校いただきました。誠にありがとうございました。 

幼稚部は１・２年生と３年生に分かれて、劇発表を行いました。自信をもって自分のセリフを言ったり、役に合わ

せた動きを元気いっぱいに表現したりするなど、劇発表に向けた活動を通じて、一人一人の成長した姿を御覧いた

だくことができました。 

小学部は、劇やワークショップの発表を行いました。１・２年生合同の劇では、２年生が動きや表情の工夫をする

など、１年生の見本となって引っ張っていました。1年生も友達と力を合わせて、みんなで楽しい劇を発表することが

できました。 

３年生・４年生・４組のワークショップも大盛況でした。それぞれの団体ごとに、特色あるテーマを設定し、体験コ

ーナーや展示、プレゼン発表などを行いました。どのワークショップも、子供たちが主体となって企画し、準備を進め

ました。お客様を迎えた本番も、スタッフになりきって、立派に役割を果たしました。 

５年生、６年生は劇や学習で学んだことと合奏を組み合わせた発表を行いました。５年生は、劇のセリフに外国

語を取り入れたり、動画ならではの工夫を取り入れたりしました。６年生は、これまでの学習を通して「生命（いの

ち）」について考えたことを発表し、心を込めた「サークル・オブ・ライフ」の合奏を披露しました。 

 

 

 

 

 

 

城東分教室～文化祭～ 
11月 21日（木）に校内発表日、23日（土）に一般公開日がありました。 

 幼稚部の劇は「くれよんのくろくん」。箱から抜け出したクレヨンくんたちは、大きな紙を見つけて、絵を描きました。

しかし、黒くんがやって来ると、「黒くんは間に合ってるよ」とお断り。そのうち、みんなで描きすぎてせっかくの絵はぐ

ちゃぐちゃに…。最後はみんなで協力し、きれいな花火の絵を描き上げます。毎日練習を重ね、細かい動きやセリ

フの言い方がとても上手になりました。たくさんの拍手をいただき、笑顔いっぱいのエンドロールが素敵でした。 

小低部の劇は「アイウエオリババ」。見せ場は兄のカシム夫婦を助けるための、五つ子のアイウエオリババとど

ろぼうたちの戦いのシーンです。五つ子が舞台のあちこちから登場し、どろぼうを惑わせる演技に会場からは笑い

声が聞こえました。一般公開日はたくさんのお客様がいらしたので、みんな緊張していましたが、大きな声で、元気

よく、楽しく演技することができました。 

 小高部の劇は「人間になりたがった猫」。人間に憧れる猫のライオネルが、町の人々との出会いを通して、人間の

心の温かさ、仲間の素晴らしさに気付き、成長していく様子を舞台で表現しました。大道具製作、大道具の移動、手

話歌や効果音の演奏の全てを、小高部の子供達 13 人で協力してこなす大きなチャレンジでしたが、子供達の見事

なチームワークで本番は大成功。子供達の達成感あふれる表情が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学びのひとこま －各キャンパスの活動から－ 

 

どろぼう がっこう ねこの しまの おきゃくさま とびこめ！タブレットワールド！ 生命～サークルオブライフ～ 

くれよんのくろくん 人間になりたがった猫 アイウエオリババ 
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永福～総合文化祭音楽会～ 
 11月２０日（水）にオリンピックセンター大ホールで東京都盲ろう特別支援学校総合文化祭音楽会が行われ、3・

4・5年生が和太鼓の発表をしました。永福分教室は今年５年ぶりの参加でした。演目は石川県能登の無形文化財

に指定されている「雨乞い」の太鼓です。この太鼓は、リズムの面白さ、動きのダイナミックさ、剣術のようなバチさ

ばきなど魅力的な要素が満載で、子供たちは、練習を始めた当初から憧れ感と情熱をもって最後まで真剣に取り

組むことができました。和太鼓の醍醐味でもありますが、練習を通して、仲間同士のコミュニケーションで音楽をつく

りあげていくことの楽しさを経験できたことが良かったと感じます。11月初旬の文化祭で達成感を味わった子供た

ちは、総合文化祭でもう一度発表できることを楽しみにしていました。当日は、これまで経験したことのない大きな

舞台に緊張した面持ちでしたが、仲良し 7人のチームワークで支え合いながら、一打一打に気合のこもった力強い

演奏ができました。演奏後の「やり切った！」表情からも嬉しさが伝わり、思い出に残る音楽会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城南～日常の様子～ 
 城南分教室では学校外の方との関わりも大切に、日ごろの学校生活を送っています。 

 先日は、地域の保育園のお友達と交流をしました。初めはお互い緊張している様子でしたが、同じ場で同じ遊び

を通してコミュニケーションが生まれ、最後には保育園のお友達からは「楽しかった！」「もっと遊びたい！」という声

が上がりました。手話だけでは伝わらないので、伝わるよう工夫をしたり、「楽しかったって手話でこうやるらしい

よ！」など、保育園のお友達が手話を覚えてくれたり、有意義な時間を過ごしていました。 

 １０月の後半には、デフリンピックの選手と一緒にサッカーをして楽しみました。選手たちの華麗なボールさばきを

間近で見て、歓声が上がりました。その後、簡単なボール遊びからシュート体験、選手対幼稚部のみんなでの試合

など盛りだくさんでした。最後にデフリンピックで選手が獲得された本物のメダルを首にかけさせてもらいました。と

ても貴重な経験ができた１日でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなで工作をしたよ サッカー選手相手にシュート！ メダル 
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日 曜日 本校 城東分教室 城南分教室 永福分教室 

１ 日     

２ 月 
安全指導日・安全点検日 

下校指導（幼）小学部朝会（小） 

安全指導日・安全点検日 

児童朝会（小） 
安全指導日・安全点検日 

安全指導日・安全点検日 

児童朝会（小） 

３ 火 
保育園交流予備日（幼） 

合同社会科見学（小５） 

合同社会科見学（小５） 

健康相談 
劇発表会予行 

合同社会科見学（小５） 

すぎなみ朝タイム（小） 

４ 水 芸術推進事業（小６－１、４組） 
遠足予備日（小１） 

デフリンピアン講演会（小高） 
クラブ（小高） 

振替休業日 委員会（小高） 

５ 木 デフリンピック教室 
（バスケットボール）（小） 

リオン 避難訓練 
理研 

スクールカウンセラー来校日 

６ 金 
保育参観・授業参観 

わくわく班ドッジボール大会（小低） 
 短縮授業 １３：３０下校 

ひよこ手話講座（ひよこ） 
デフリンピック教室《バスケットボール》 

７ 土  大塚土曜クラブ 劇発表会 １１：４０下校 大塚土曜クラブ 

８ 日     

９ 月 伝統文化・芸能体験（小５）   避難訓練（地震） 

10 火 ブルーム・リオン   すぎなみ朝タイム（小） 

11 水  
そらまめ集会（小） 

委員会（小 3～6） 

授業参観日 

聴力測定日 
健康相談１４：００～ 

12 木  
SC来校 

理研 
 

ブルーム 

藤原先生とあそぼう（幼） 

13 金 移動教室（小３・４） 
馬とふれあう会（幼） 

移動教室（小３・４） 
 

保護者手話講座（校長室） 

移動教室（小３・４） 

14 土     

15 日     

16 月   図書館お話会  

17 火 
理研 SSW来校日 

国際手話教室（小２・４・５・６） 

冬のお楽しみ会（乳相） 
避難訓練（火災）  

授業参観日 10：00～11:45 

1才児お楽しみ会 

リオン、すぎなみ朝タイム（小） 

18 水 国際手話教室（小１・３・４組） 
学年保護者会（小） 

誕生会（幼） お話会（小）  
 

クラブ（小高） 

永福学園 学部集会（小３） 

19 木 SC来校日 ブルーム  
２才児お楽しみ会 

しゅわえもん（小） 

20 金 
臨時保護者会 
なかよし班掃除 クラブ（小高） 

臨時保護者会 

職業体験（小６） 
臨時保護者会 

臨時保護者会 

幼小合同あそび 

すぎなみ朝そうじ（小） 

21 土  大塚土曜クラブ  大塚土曜クラブ 

22 日     

23 月    
０才児お楽しみ会 

発達検査（幼） 

24 火 冬のお楽しみ会（幼） お楽しみ会（幼） 冬のお楽しみ会 
お楽しみ会（幼） 

すぎなみ朝タイム（小） 

25 水 
おわりの会 

短縮授業 

（幼）11：40（小）13：40下校 

おわりの会 

短縮授業 

（幼）11：40（小）13：40下校 

おわりの会  

短縮授業１１：４０下校 

おわりの会 

短縮授業 

（幼）11：40（小）13：40下校 

26 木 【冬季休業始】 【冬季休業始】 【冬季休業始】 【冬季休業始】 

27 金     

28 土     

29 日     

30 月     

31 火     

＊SSW:スクールソーシャルワーカー（東京都聴覚障害者自立支援センター） ＊SC：スクールカウンセラー 


